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第３学年 算数科学習指導案

日 時 平成１６年９月２９日（水）６校時

児童数 第３学年 男１９名女２０名 計３９名

指導者 にこにこコース 紺野 綾子

わくわくコース 徳田 京子

場 所 にこにこコース ３年１組教室

わくわくコース やったぁルーム

１ 単元名 かけ算のひっ算（１）  

２ 単元について

（１）教材について

本単元のねらいは「筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算の仕方

について理解し，それを用いる能力を伸ばす。」ことである。

乗法九九については３学年の第１単元で交換法則や乗数が１ずつ増減するときの

乗数と積の変化の関係を学習してきている。

第１小単元では，被乗数が何十，何百の乗法２０×３や３００×５などの一位数

どうしの乗法に帰着させる計算のしかたを理解し，計算ができるようにする。

第２小単元では，さらにこれらをもとにして，２位数に１位数をかける計算の

しかたを考え，筆算のしかたを学習する。

第３小単元では，３位数×１位数について，２位数×１位数の発展として，順次

既習の筆算のしかたから類推的に導くようにする。桁数が増えただけで，原理・

手順は全く同じであることを理解させたい。最後に結合法則を取り上げるが，買

い物などの具体的な場面を背景にして，その意味がとらえられるようにする。

本単元は，２位数どうしをかける計算の基礎にあたっているので，原理や手順を

確実に理解すると共に，技能的にも十分高めておきたい。

（２）児童について

算数の学習を好きな児童が多く，コースに分かれての学習を楽しみにしている。

個人差はあるが，これまで学習したことを生かして自力解決しようとする態度

は，徐々に育ってきている。進んで考えを発表しようとしたり，自分の考えと

の違いに気をつけて聞いたりできるようになってきている。

かけ算については，第１単元のテスト結果は平均９３．６とよかったが，レ

ディネステストの結果では，０のある計算での間違いが多かった。また，数を

１０のまとまりいくつ，１００のまとまりいくつという見方がなかなかできな

い児童もいるので，数の構成や十進位取りの仕組みをしっかりと理解させてい

きたい。
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（３）指導にあたって

○コースの分け方について

本単元は，単元を通して２コースに分かれて少人数指導を行う。既習事項の理解

が十分なコース（どきどき）と，既習事項の理解にやや不安が残り，理解できてもゆ

っくり学習するのが合うコース（わくわく）である。レディネステストの結果や担任

との話し合いで自分の実態に合ったコースを選ぶようにさせる。自分の実態に合った

コースで学習することにより，発言も活発になるなど，意欲的に取り組むことができ

ると考える。

○指導観

既習事項をもとにして，２位数×１位数の計算の原理をしっかりと理解させた上で

筆算のしかたを分からせ，技能的にも十分高めたい。

「わくわくコース」（１９名）は，理解力のある児童が多いので，個々の考えを生か

しながら自力解決をさせ，他と考えを比べる中で理解をより確かにしていきたい。ま

た，数学的な考え方を伸ばすための活動を多く取り入れていきたい。

「にこにこコース」（２０名）では，１０円や１００円の模擬貨幣を利用することに

よって，１０や１００のまとまりとして数字を見ることができるようにさせたい。筆  
算は単なる形式を覚え込ませるのでなく，なぜそうなるのかということに重点を置い  
て，考える力をつけていきたい。

３ 単元の目標

○筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算のしかたについて理解し，それ

を用いる能力を伸ばす。

【関心・意欲・態度】 筆算形式による２，３位数×１位数の計算のしかたを既習の乗

法計算のしかたをもとに考えようとする。

【数学的な考え方】 ・筆算形式による２，３位数×１位数の計算のしかたを，数の構

成や十進位取り記数法をもとに考える。

【表現・処理】 ・２，３位数×１位数の計算を筆算で正確にできる。

・乗法の結合法則を計算に用いることができる。

【知識・理解】 ・２，３位数×１位数の筆算のしかたを理解する。

・乗法の結合法則を理解する。

４ 教材の関連と発展
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５ 単元の指導計画及び評価規準（全１３時間）

評価規準
時 学習活動

観
点

Ａ Ｂ 指導の手だて

評 価 の

方法

関
・
意
・
態

具 体 的 な 場 面 と

式 を 結 び つ け な

が ら 意 味 が と ら

え ら れ ， 立 式 し

よ う と し て い

る。  

具 体 的 な 場 面 と

式 を 結 び つ け な

が ら ， 立 式 し よ

うとしている。

半 具 体 物 を 操 作

し な が ら 考 え さ

せる。

観察

発言

ノート
①
何
十
・
何
百
の
か
け
算

１
２

・自 分 な り の

考 え 方 で 答

え を 求 め て

みる。

・２０×３や  
３００×５の

計 算 の し か

た を 考 え

る。  

考
え
方

被 除 数 の 構 成 か

ら 1 位数×１位
数 に 帰 着 で き る

こ と に 気 づ き ，

そ れ を も と に し

て 自 力 で 考 え て

いる。

1 位数×１位数の
計 算 を も と に し

て考えている。

被 除 数 を 10 や
100 を 単 位 と し
て 身 近 な も の に

置 き 換 え て 考 え

させる。

観察

発言

ノート

関
・
意
・
態

2 位数×1 位数の
筆 算 の し か た を

既 習 の 乗 法 九 九

な ど を も と に 自

力 で 考 え て い

る。  

2 位数×1 位数の
筆 算 の し か た を

既 習 の 乗 法 九 九

な ど を も と に 考

え よ う と し て い

る。  

そ れ ぞ れ の 貨 幣

の 数 に 目 を 向 け

さ せ る 。 九 九 を

使 う 場 面 を 探 さ

せる。

観察

発言

ノート

考
え
方

2 位数×1 位数の
筆 算 の し か た を

既 習 の 乗 法 九 九

に 帰 着 し 自 力 で

考えている。

2 位数×1 位数の
筆 算 の し か た を

既 習 の 乗 法 九 九

に 帰 着 し て 考 え

ている。

Ｐ ． ４ の よ う に

お 金 の 絵 を 描 く

こ と を 勧 め 考 え

させる。

観察

発言

ノート

１
（
本
時
）

２

・２３×３の計

算 の し か た

を 模 擬 貨 幣

を 使 っ た り

数 操 作 を し

て 考 え ， 答

え を 求 め

る。  

・計 算 の し か

た を ま と め

る。  

・筆 算 の し か

た を ま と め

る。  

・筆 算 の し か

た を 適 用 し

問 題 を 解

く。  

表
・
処

2 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が み な

１ 桁 ） の 筆 算 が

正 確 に 速 く で き

る。  

2 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が み な

１ 桁 ） の 筆 算 が

正確にできる。

色 分 け な ど 順 序

が 分 か る よ う に

工 夫 し な が ら 確

実 に 計 算 で き る

ようにさせる。

ノート

知
・
理

2 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が ２

桁 ） の 筆 算 の し

か た を 正 し く 理

解 し 説 明 で き

る。  

2 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が ２

桁 ） の 筆 算 の し

か た を 理 解 し て

いる。

部 分 積 の 省 略 の

な い 筆 算 形 式 に

戻 ら せ ， 色 分 け

す る こ と で 位 毎

の 部 分 積 を 明 確

にさせる。

ノート

３

・１ 辺 が １ ６

㎝ の 正 方 形

の 周 長 を 求

め る 式 を 考

え ， そ の 計

算 を 筆 算 で

す る し か た

を考える。

・① の 適 用 問

題をする。
表
・
処

2 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が ２

桁 ） の 筆 算 が 正

確 に 速 く で き

る。  

2 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が ２

桁 ） の 筆 算 が 正

確にできる。

部 分 積 の 省 略 の

な い 筆 算 形 式 に

戻らせる。

ノート

②
２
け
た
の
数
に
１
け
た
の
数
を
か
け
る
計
算

・
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４

・ま と め た 筆

算 の し か た

を 適 用 し ①

の 問 題 を 解

く。  

表
・
処

2 位 数 × 1 位 数
（ 十 の 位 の 部 分

積 が ２ 桁 ， 及 び

部 分 積 が み な 2
桁 ） の 筆 算 が 正

確 に 速 く で き

る。  

2 位 数 × 1 位 数
（ 十 の 位 の 部 分

積 が ２ 桁 ， 及 び

部 分 積 が み な 2
桁 ） の 筆 算 が 正

確にできる。

繰 り 上 げ た 数 を

小 さ く 書 く こ と

を 習 慣 化 さ せ た

り ， 部 分 積 の 省

略 の な い 筆 算 形

式 に 戻 ら せ た り

する。

ノート

５

・② の 適 用 問

題をする。

表
・
処

2 位数×1 位数の
筆 算 が 正 確 に 速

くできる。

2 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 を 加 え

た と き に 百 の 位

に 繰 り 上 が り あ

り ） の 筆 算 が 正

確にできる。

繰 り 上 げ た 数 を

小 さ く 書 く こ と

を 習 慣 化 さ せ た

り ， 部 分 積 の 省

略 の な い 筆 算 形

式 に 戻 ら せ た り

する。

ノート

１

・３位数×1 位
数 の 筆 算 の

し か た を 適

用 し ① の 問

題を解く。  

表
・
処

３ 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が み な

１ 桁 ） の 筆 算 が

正 確 に 速 く で き

る。  

３ 位 数 × 1 位 数
（ 部 分 積 が み な

１ 桁 ） の 筆 算 が

正確にできる。

色 分 け な ど 順 序

が 分 か る よ う に

工 夫 し な が ら 確

実 に 計 算 で き る

ようにさせる。

ノート

２

・② の 適 用 問

題を解く。  
表
・
処

３ 位 数 × 1 位 数
（ 一 ， 十 の 位 の

数 と の 部 分 積 が

２ 桁 ） の 筆 算 が

正 確 に 速 く で き

る。  

３ 位 数 × 1 位 数
（ 一 ， 十 の 位 の

数 と の 部 分 積 が

２ 桁 ） の 筆 算 が

正確にできる。

つ ま ず い て い る

部 分 の 学 習 に 立

ち 戻 ら せ な が ら

丁 寧 に 計 算 さ せ

る。  

ノート

３

・① ② の 適 用

問 題 を 解

く。  
・③ ④ の 文 章

問 題 を 解

く。  

表
・
処

３ 位 数 × 1 位 数
（部分積がみな 2
桁 ， 及 び 部 分 積

を 加 え た と き に

繰 り 上 が り あ

り ） の 筆 算 が 正

確 に 速 く で き

る。  

３ 位 数 × 1 位 数
（部分積がみな 2
桁 ， 及 び 部 分 積

を 加 え た と き に

繰 り 上 が り あ

り ） の 筆 算 が 正

確にできる。

本 来 の 筆 算 の 意

味 に 立 ち 返 り ，

手 順 や 部 分 積 な

ど を 確 か め な が

ら 丁 寧 に 計 算 さ

せる。

ノート

③
３
け
た
の
数
に
１
け
た
の
数
を
か
け
る
計
算

４

・① の 適 用 問

題 を 解 決 す

る。  
知
・
理

乗 法 の 結 合 法 則

を 正 し く 理 解 し

説明できる。

乗 法 の 結 合 法 則

を 理 解 し 問 題 を

解決できる。

お 菓 子 の 問 題 を

対 比 す る な ど 生

活 場 面 と 結 び 付

け な が ら 理 解 さ

せる。

観察

発言

ノート

表
・
処

2・ 3 位数×1 位
数 の 計 算 が 正 確

に で き ， 文 章 題

は 自 力 で 解 決 で

きる。

2・ 3 位数×1 位
数 の 計 算 が で き

る。  

既 習 事 項 の 掲 示

や ノ ー ト ・ 教 科

書 を 見 な が ら 取

り組ませる。

ノート

ま
と
め

１
２

・「 れ ん し ゅ

う」する。

・「 た し か

め 」 を す

る。  
�〔 チ ャ レ ン
ジ 〕 答 え の

見 当 を 付 け

て 計 算 す

る。  
関
・
意
・
態

既 習 事 項 を 活 用

し て 進 ん で 活 動

に 取 り 組 も う と

している。

既 習 事 項 を 活 用

し て 活 動 に 取 り

組 も う と し て い

る。  

筆 算 の 順 序 を 確

か め な が ら 確 実

に 計 算 を 進 め さ

せる。

観察

発言

ノート
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６ 本時の指導

（１） 本時の目標

○２位数×１位数（部分積がみな１桁）の計算のしかたを理解し，その計算ができる。

【関心・意欲・態度】２位数×１位数の計算のしかたを，既習の乗法九九等をもとに

考えようとしている。

【数学的な考え方】 ２位数×１位数の計算のしかたを，既習の乗法九九に帰着して

考えている。

（２） 本時の展開 （にこにこコース）

個人差が大きいので，自力解決の時は一つでも考えられればよいとする。解決の方

法を検討する時は，低位の児童が飽きて意欲を失わないように確認事項を意図的に指

名する等の支援をする。

網掛け･･･「学びの広がり」に関わって

・ ･･･ 個に応じた支援

段

階
学 習 活 動 支 援 と 評 価

つ

か

む

５

分

１ 問題を把握する。

○問題文を読んで，題意をとらえる。

１まい２３円の色画用紙を３枚買う

と，だい金はいくらですか。

Ｔ：どんな式になりますか。

Ｃ：２３×３です。

Ｔ：だいたい何円ぐらいになるでしょう。

Ｃ：６０円より多くなります。

２ 本時の課題を把握する。

２３×３の計算のしかたを考えよう。

○前時に扱った２０×３を始めに想

起させることで，考えるヒントを

与える。

○２０×３＝６０だったが，２０よ

り３多い分だけ，答えも６０より

多くなることに気づかせる。

見

通

す

３

分

３ 課題解決の方法を考える。

○答えの求め方を考える。

Ｔ：どんな方法で答えを出しますか。

Ｃ：図をかいて出します。

Ｃ：たし算で出します。

Ｃ：九九を使って出します。

○自分で方法を見つけられない児童

も，いずれかの方法で取り組むこ

とを指示する。

調

べ

る

12
分

４ 課題を解決する。

○自力解決をする。

・取りかかれないでいる児童には，

図をかいて考える方法を促す。  
○解決できたら，説明ができるよう

に練習したり，別の方法も試して

みたりするようにする。

【関心・意欲・態度】既習の乗法九

九などをもとに考えようとしてい

る。  
・机間指導しながら発表する児童を

選び，発表のヒントを出す。  



３年－ ８

確

か

め

る

15
分

５ 課題の検討をする。

○自分の考えを発表する。

＜同数累加で＞  
２３＋２３＋２３＝６９

＜２０×３と比べて増えた分を求めて＞

３×３＝９  
６０＋９＝６９

＜２３を２０と３に分けて３をかけた＞

２０×３＝６０

３×３＝９  
６０＋９＝６９

○答えの確かめをする。

○どのやり方が簡単で分かりやすい

か考えながら聞かせるようにす

る。  

○かけ算をする場合，それぞれの計

算が何を表しているのか，おさえ

る。  

【数学的な考え方】２位数×１位

（部  
分積がみな１桁）の計算を，既習

の乗法九九を用いて考えている。

ま

と

め

る

10
分

６ 課題をまとめる。

２３×３の答えは，位ごとに分けて計

算し，たせば求められる。

７ 練習問題を解く。  
○問題を解く。  
２１×４  
３２×３  

８ 本時を振り返る。  
○自己評価する。

○感想や分かったことを書く。  

○色々な方法で求めることはできる

が，位ごとに分けて計算すると分

かりやすいことに気づかせる。

○位ごとにかけ算をして，たすや

り方で解かせるようにする。

○次時は，かけ算の筆算を学習する

ことを伝える。

（３）板書計画
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（２） 本時の展開（わくわくコース）

「×３」に着目させ分配計算の意味を考えさせることでかけ算の筆算の理解

につなげる。次時の筆算につながるように位毎に九九を使い計算することを全

員が理解できるようにする。そのために，模擬貨幣と図を使ってそれぞれの計

算の意味を確認していく。何度も説明することで理解を深めていきたい。

網掛け ------「学びの広がり」に関わって
・ ------------  個に応じた支援

段

階
学 習 活 動 支 援 と 評 価  

つ

か

む

5
分

１ 問題を把握する。

○問題文を読んで，題意をとらえる。

Ｔ：前の時間の問題と比べながら式を考え

ましょう。

Ｃ：同じように代金を聞いているから，

２３×３  
Ｃ：代金は２３円の 3 倍になる。
Ｃ：色画用紙になったら値段が 3 円高くな
った。

２ 課題を把握する。

Ｔ：代金はいくらになるでしょうか。

Ｃ：20 円の 3 倍は 60 円だから。60 円よ
り高い。  

Ｃ：23＋23＋23＝69 

○ 題意を簡潔にとらえられるよう

に画 用紙 と模 擬貨 幣を 用意す

る。  

○ 「×３」の意味が分かるように

テープ図や具体物を提示する。

○ たし算で答えを確認し，かけ算

で考えることに目を向けさせる

ようにする。

見
通
す

３
分

３ 課題解決の方法を考える。

○考え方の見通しをたてる。

Ｔ：どんな計算のしかたが考えられるだろ

うか。

Ｃ：２０×３の計算を使う。  
Ｃ：お金の絵を描いて考える。

Ｃ：九九を使って計算できる。

○ 前時までの学習からかけ算九九

に目が向くように，第１・ 2 時
の九九を使った考え方を算数コ

ーナーに掲示しておく。

調

べ

る

10
分

４ 課題を解決する。

○ 自力解決をする。

Ｔ：答えを求めるのに，どのようにかけ

算九九を使ったらいいか考えよう。

○ 一つの方法で解決できたら別の

方法でも考えてみるように指示

する。

○ 机間指導し，図や言葉のかき方

等，わかりやすい表現になるよ

う助言する。

・ 既習のアレイ図又はお金の絵を

使って考えるように促す。印刷

したものを用意しておく。

・ 絵や図の中に隠れているかけ算

九九に目を向けるように声がけ

をする。

２３×３の計算のしかたを考えよう。
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０

【関心・意欲・態度】既習の乗法九

九などをもとに考えようとしてい

る。  

確

か

め

る

12
分

５ 課題の検討をする。

○互いの調べたことの共通点を整理する。

ア アレイ図

○○・・・○○○○○ ○○○

○○・・・○○○○○ ○○○

○○・・・○○○○○ ○○○

２０×３ ３×３

イ 3×２０＝６０
3×２１＝６３
3×２２＝６６
3×２３＝６９ ２３×３＝６９

ウ 3 円高くなるから 3 枚分で 9 円
60 円より 9 円高いから 69 円

エ ２０×３＝６０

３×３＝９  
６０＋９＝６９

オ お金の絵  

○ 位取りの原理を使った計算とい

うまとめから筆算に結びつける

ように課題解決の発表のさせ方

を工夫する。

○ どの考えも既習事項を使って考

えていることを認める。より新

しい事項を生かし，「より簡単で

いつでも使えるもの」にまとめ

ていくことを強調する。

【数学的な考え方】2 位数×1 位数
の筆算のしかたを，既習の乗法九九

に帰着して考えている。

ま

と

め

る

15
分

６ 課題をまとめる。

７ 練習問題を解く。  
○問題を解く。  

左の図を使って

計算する。

２１×４  
３２×３  

チャレンジ問題

４２×４  

○ 次時，筆算のしかたを理解する

際，３の扱いに迷わないようま

とめ で「 どち らの 位に もかけ

る」を印象づける。

○ かけ算九九を使って位毎に計算

すると答えが分かるのは， 3 桁
のたし算ひき算の筆算と似てい

ることに気づかせ次時へとつな

げる。

位ごとに分けると九九で計算できる。

「×３」はどちらの位にもかける。

⑩⑩ ①①①

⑩⑩ ①①①

⑩⑩ ①①①

23 円
十 一

２ ３

×3
６０ ９

６９円

⑩⑩と①①①
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１

８ 本時を振り返る。  
○自己評価する。

○感想や分かったことを書く。  

○ 「本時の考えを使うとどんな計

算ができそうか」を振り返りの

内容に加える。

（３） 板書計画

（４） 本時の評価

〔関心・意欲・態度〕2 位数×1 位数の筆算のしかたを，既習の乗法九九などをもと
に考えようとしているか。

〔数学的な考え方〕  2 位数×1 位数の筆算のしかたを，既習の乗法九九に帰着して
考えているか。

９／２９

式 ２３×３  
よそう 60 円より高い  

23＋23＋23＝63 
 

23×３の計算のしかたを考えよう。

１まい 23 円の色画用紙を

３まい買うと，だい金は

いくらになりますか。

23 円
23 円23 円

23 円
十 一

２ ３

×3
６０ ９

６９円

⑩⑩と①①①

２１×４  
３２×３  

位ごとに分けると九九で計算できる。

「×３」はどちらの位にもかける。

児 童 の

考え  

児 童 の

考え  

児 童 の

考え  
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７ 単元の指導計画及び評価規準

評価規準
時 学習活動 観点

Ａ Ｂ 指導の手だて

関 心 意 欲

態度

具体的な場面と式

を結びつけながら

意 味 が と ら え ら

れ，立式しようと

している。

具体的な場面と式

を 結 び つ け な が

ら，立式しようと

している。

具体的な場面にお

いて実際に操作さ

せる。

１

２

・ ２０×３の計

算のしかたを

考える。

・ ３００×の計

算のしかたを

考える。
考え方  被除数の構成から

1 位数×１位数に
帰着できることに

気づき，それをも

とにして自力で考

えている。

1 位数×１位数の
計算をもとにして

考えている。

被除数を 10 や 100
を単位として身近

なものに置き換え

てさせる。

関 心 意 欲

態度

2 位数×1 位数の筆
算のしかたを既習

の乗法九九などを

もとに自力で考え

ている。

2 位数×1 位数の筆
算のしかたを既習

の乗法九九などを

もとに考えようと

している。

位ごとに分けて計

算すれば九九で答

えが求められるこ

とを示す。  

３

４

・ ２３×３の計

算のしかたを

模擬貨幣を使

ったり数操作

をして考え，

答 え を 求 め

る。  
・ 筆算のしかた

をまとめる。

表現
2 位数×1 位数（部
分積がみな１桁）

の筆算が正確に早

くできる。（ 80%）

2 位数×1 位数（部
分積がみな１桁）

の筆算が正確にで

きる。（ 70%）

色分けなど順序が

分かるように工夫

ししながら確実に

計算できるように

させる。

５ ・ １辺が１６㎝

の正方形の周

長を求める式

を考え，その

計算を筆算で

するしかたを

考える。

表現 2 位数×1 位数（部
分積が２桁）の筆

算が正確に速くで

きる。（ 80%）

2 位数×1 位数（部
分積が２桁）の筆

算が正確にできる。

（ 70%）

部分積の省略のな

い筆算形式に戻ら

せる。

６ ・ ４２×３，５

８×３の筆算

のしかたを考

える。

・ 筆算のしかた

をまとめる。

表現 2 位数×1 位数（十
の位の部分積が２

桁，及び部分積が

みな 2 桁）の筆算
が正確に速くでき

る。（ 80%）

2 位数×1 位数（十
の位の部分積が２

桁，及び部分積が

みな 2 桁）の筆算
が 正 確 に で き る 。

（ 70%）

繰り上げた数を小

さく書くことを習

慣化させたり，部

分積の省略のない

筆算形式に戻らせ

たりする。

７ ・ ２９×４，７

５×４の筆算

のしかたを考

える。

表現 2 位数×1 位数の筆
算が正確に速くで

きる。（ 80%）

2 位数×1 位数の筆
算が正確にできる。

（ 70%）

繰り上げた数を小

さく書くことを習

慣化させたり，部

分積の省略のない

筆算形式に戻らせ

たりする。

８ ・ 場面をとらえ

て立式し，３

１２×３の計

算のしかたを

考える。

・ 筆算のしかた

をまとめる。

表現 ３ 位 数 × 1 位 数
（部分積がみな１

桁）の筆算が正確

に 速 く で き る 。

（ 80%）

３ 位 数 × 1 位 数
（部分積がみな１

桁）の筆算が正確

にできる。（ 70%）

色分けなど順序が

分かるように工夫

ししながら確実に

計算できるように

させる。
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９ ・ ３８６×２の

筆算のしかた

を考える。

表現 ３ 位 数 × 1 位 数
（一，十の位の数

と の 部 分 積 が ２

桁）の筆算が正確

に 速 く で き る 。

（ 80%）

３ 位 数 × 1 位 数
（一，十の位の数

と の 部 分 積 が ２

桁）の筆算が正確

にできる。（ 70%）

つまずいている部

分の学習に立ち戻

らせながら丁寧に

計算させる。

10 ・ ９ ３ ７ か け
る， ５３７

×３の筆算の

しかたを考え

る。  

表現 ３ 位 数 × 1 位 数
（部分積がみな 2
桁，及び部分積を

加えたときに繰り

上がりあり）の筆

算が正確に速くで

きる。（ 80%）

３ 位 数 × 1 位 数
（部分積がみな 2
桁，及び部分積を

加えたときに繰り

上がりあり）の筆

算が正確にできる。

（ 70%）

本来の筆算の意味

に立ち返り，手順

や部分積などを確

かめながら丁寧に

計算させる。

11 ・ 場面をとらえ ,
代金の求め方

に つ い て 考

え ， 検 討 す

る。  
・ ３口の乗法の

式で表す。  
・ ３口の乗法の

結合法則をま

とめる。

知 識 ・ 理

解

乗法の結合法則を

正しく理解し説明

できる。

乗法の結合法則を

理解し問題を解決

できる。

お菓子の問題を対

比するなど生活場

面を結び付けなが

ら理解させる。

表現 2・ 3 位数×1 位数
の計算が正確にで

き，文章題は自力

で解決できる。

2・ 3 位数×1 位数
の計算ができる。

既習事項の掲示や

ノート・教科書を

見ながら取り組ま

せる。

12
13
・ 「 れ ん し ゅ

う」する。

・ 「たしかめ」

をする。

� 〔 チ ャ レ ン
ジ〕答えの見

当を付けて計

算す。  

関 心 意 欲

態度

既習事項を活用し

て進んで活動に取

り組もうとしてい

る。  

既習事項を活用し

て活動に取り組も

うとしている。

筆算の順序を確か

めながら確実にで

きるようにする。




